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都道府県 岐阜県 学校名等 岐阜聖徳学園大学付属小学校 

名称 ネットの功罪 体験で学ぶ 

目標(狙い) 
子どもたちへの情報モラル教育として、ウェブ用の機材を使用してネ

ットの功罪を体験を通して学ぶ 

（具体的な取組等の内容） 

【概要】 

岐阜聖徳学園大学附属小学校の６年生の教室の前には電子黒板が置かれ、30 名の子ど

も達はそれぞれタブレット型端末を手にしています。これは「情報活用トレーニングノー

ト（情トレ）」を用いた情報モラルの授業風景です。「情トレ」は実際にチャットを体験し

ながら学ぶ体験型の教材で、開発したのはこの授業を担当する岐阜聖徳学園大学の石原一

彦教授です。 

授業では、正しい言葉遣いで書き込みをするように注意を受けた後で、まず実名を使

って学級内でメッセージを送り合います。さらに石原教授が「次は匿名で書き込みをして

みよう」と提案し、匿名で書き込みを行います。しばらく体験した後で、チャットを終了

し、実名と匿名の違いについて話し合います。児童たちからは、実名のやり取りでは発言

に責任を感じるので良く考えて慎重に書き込みを行うが、匿名のやり取りはあまりよく考

えずに書き込んでしまうという意見が出されました。 

ここで石原教授はインターネットでは、匿名掲示板でも解析すれば、誰が発言したか

分かることを伝え、子ども達に了解を得た上で、実際に匿名のメッセージを実名に書き換

えてみせます。子どもたちは、匿名で書いたものが実名で表示される体験を通してネット

の仕組みを理解するのです。 

この教材は５章に分かれており（写真・図表等参照）、総時数は 20 時間に及びます。

石原教授は「情報モラル教育の答えは今この授業の場にあるのではなく、子ども達が将来

課題に直面した際に答えが求められるものであって、授業では話し合いの過程が重要」と

し、予防教育の教材としてこの「情トレ」を作成されました。 

この授業は岡山県や三重県でも実施されており、実際に授業を実施すると児童たちの

気づきや成長がよくわかるそうです。 

  「情トレ」のもう一つの特徴は、HTML5 で作られているのでブラウザが動けば、端末や

ＯＳを問わずに使用できることです。携帯電話やインターネットに本格的に触れる前か

ら体験的な情報モラル教育を行うために２年半の時間をかけて開発され、平成年 26 年 4

月に「情報活用トレーニングノート」（石原教授監修）として公表され、市販されました。 
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【実施時期・項目】 

平成 23 年 12～24年 2月：岐阜聖徳学園大付属小学校の授業で 20回実施 

平成 24 年 4～25 年 3月：岐阜聖徳学園大付属小学校の授業で 20回実施 

平成 25 年 4～26 年 3月：岐阜聖徳学園大付属小学校及び三重県、岡山県、広島県、東

京都等で授業実施 

平成年 26年 4月：「情報活用トレーニングノート」公表・市販開始 

 

【結果】 

体験授業を通じて、小中学校でネットの功罪を学ぶことができる体験型の教材を作 

成され、全国の小中学校等で活用してもらうために、公表され、市販されました。 
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写真・図表等 

 

【授業中の石原教授】          【授業を受ける児童】 
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都道府県 埼玉県 学校名等 埼玉県立芸術総合高等学校 

名称 「ＩＴ断食」からＩＴ活用を考える 

目標(狙い) 

一日スマートフォンなどのインターネット機器を使わない「ＩＴ断食」を

行い、そこから感じたことを生徒同士で話し合って、生徒自身がスマートフ

ォンなどの使い方を見直すことを目標とした。 

（具体的な取組等の内容） 

 

【概要】 

高校一年生を対象として、「ＩＴを活用するにはどういう使い方をすればよいか」につ

いて考える授業としての取組。 

生徒は、夏休みの課題として、一日スマートフォンなどのインターネット機器を使わ

ない「ＩＴ断食」を行い、そこから感じたことをグループで討議する。 

グループでの討議は、「協調学習」(※)により行い、ＩＴ機器の普及で衰えた能力、本

当にＩＴ機器でしなければならないこと及びＩＴ機器の普及で行わなくなったことを考

え、お互いに学びあうように議論を深化。 

知らないうちにＩＴ機器へ依存していることに気づき、目的を持って有効に利用する

ようになるとともに、直接顔を合わせるコミュニケーションの大事さを認識した取組。 

 

【実施時期】 

 平成 25年 9月 

 

【先生の感想】 

「ＩＴ断食」は現高校三年生が一年生の時に始めたもので、今回で３回目となる。現

二年生、三年生の中には自主的に「ＩＴ断食」に取り組む生徒もいるほど、「馴染んだ」

取組になったと考えている。今回の授業では、最後に「ＩＴ活用３ヶ条」を各生徒に作

ってもらったが、現二年生、三年生の中では、各家庭におけるルールを作る生徒もおり、

本取組を通じて自分自身でＩＴ活用について考える生徒が現れていることが、教師とし

て嬉しい。 

「ＩＴ断食」を経験することで、生徒なりに、自分自身に適したＩＴ利用や、時間の

ありがたさ、等考えるようになっていくと感じている。 

 

 

 

 

【生徒の感想】 
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１ 普段ネットの中で友人と話をしていた分、家族と話す時間が増えた。 

２ 普段スマホを使っていた時間が空いたので、時間を多く感じた。 

３ Ｉｐｏｄで聴いている課題曲が聴けず、不便さを感じた。 

４ ピアノに充てる時間や集中力がいつもより多くなった。 

５ 辞書で調べものをすることも良いと感じた。 

６ 普段、リアルで話す時間が減っているような気がした。 

７ 空き時間が結構あるものだと痛感し、作業がこなせた。 

８ スマホをしきりにいじりたがる自分を発見し、いかに依存しているかがわかっ

た。 

９ ゲームとネットに費やす時間が多いことを発見し、ネット依存かなと感じた。 

10 自分自身で良く考えてＩＴ機器を利用すべきと思った。 

11 必要な資料をネットで調べられない不便さを感じる一方、ＩＴ機器がなくても生

きたはいけると感じた。 
 

 

【その他】 

本授業の最後に、生徒一人一人が、自分自身が今後ＩＴを活用する上で肝に銘じてい

かねばならない事項を「ＩＴ活用３ヶ条」にまとめた。今後の予定としては、各自の「Ｉ

Ｔ活用３ヶ条」をベースにして学校におけるルールを策定する取り運びとなっている。 

 

(※)協調学習とは、一人一人がわかりかけていることをことばにして、対話の中で考え

を深め、仲間の考えも結びつけて、問いに対して答えを出し、その先の新しい問いを探

す力の育成を目指した学習方法。（東京大学 大学発教育支援コンソーシアム推進機構） 
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